
☆
出
会
い
の
旅

紀
淡
海
峡
の
渦
潮
の
と
ど
ろ
き
が
雄
然
と
ひ
び
き
来
る
徳
島
県

鳴
門
市
大
麻
町
板
東
の
名
弘
一
諏
雌
霊
唖
寺
の
山
門
を
く
ぐ
る
と

第
一
番
札
所
と
一
一
一
一
国
わ
れ
る
だ
け
に
身
の
緊
ま
る
思
い
が
い
た
し
ま

し
た
。
み
仏
と
の
出
会
い
で
す
。
四
国
の
東
北
端
孫
崎
「
大
毛
島
」

に
淡
路
か
ら
懸
け
ら
れ
た
鳴
門
大
橋
（
一
三
五
○
肺
）
の
大
つ
り

橋
の
真
新
し
さ
と
渦
潮
の
香
が
い
り
ま
じ
っ
て
息
づ
い
て
い
ま
し

た
。
四
国
、
善
通
寺
で
生
れ
ら
れ
た
高
僧
、
弘
法
大
師
空
海
が
、

修
行
の
道
場
の
最
初
の
一
歩
と
さ
れ
た
古
寺
で
す
。

寺
務
所
で
、
巡
礼
に
必
要
な
も
の
一
式
を
買
い
整
え
、
金
剛
杖

を
手
に
し
た
巡
礼
姿
に
ま
ぶ
し
み
ま
で
わ
い
て
き
ま
し
た
。
順
打

ち
、
旅
立
ち
と
も
言
わ
れ
る
と
か
。
竺
和
山
と
は
、
笠
は
釈
尊
が

法
を
説
か
れ
た
最
初
の
地
イ
ン
ド
の
地
の
こ
と
で
、
天
竺
の
中
国

り
ょ
う
じ
ゆ
ぜ
ん

的
な
呼
び
方
で
あ
り
、
霊
鷲
山
。
イ
ン
ド
北
部
の
舎
衛
国
と
言
わ

れ
た
あ
た
り
に
思
い
を
は
せ
た
弘
法
大
師
に
よ
っ
て
名
付
け
ら
れ

た
そ
う
で
す
。
ご
本
尊
は
釈
迦
如
来
で
あ
り
、
空
海
の
作
。
こ
の

開
基
は
天
平
年
間
、
聖
武
天
皇
（
七
二
四
即
位
）
の
こ
ろ
行
基
菩

薩
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
開
山
は
弘
法
大
師
。

出
会
う
人
達
は
、
と
も
に
柔
和
な
お
顔
で
、
会
釈
を
交
し
た
り

「
よ
く
ぞ
お
参
り
に
来
ら
れ
ま
し
た
ね
」
と
声
を
か
け
て
下
さ
る

あ
っ

方
々
に
心
和
ま
せ
ら
れ
、
信
心
の
篤
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た

私
は
現
在
、
絵
の
勉
強
を
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
も
今
は
私
の

師
で
も
あ
る
、
若
く
美
し
い
先
生
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
か
ら
で

す
。
そ
の
先
生
の
個
展
に
伺
っ
た
時
す
ば
ら
し
い
大
日
如
来
様
の

絵
に
魅
せ
ら
れ
、
息
を
の
ん
だ
こ
と
で
し
た
。
そ
の
大
日
如
来
様

恥

睦
淡
い
色
彩
の
中
か
ら
、
ま
こ
と
に
慈
愛
に
満
ち
た
ま
な
ざ
し

で
、
気
品
あ
ふ
れ
た
美
し
さ
が
あ
り
、
愛
ら
し
く
、
そ
れ
で
い

て
、
静
か
で
す
。
「
あ
あ
な
ん
て
す
ば
ら
し
い
お
姿
」
と
立
っ
て

い
る
自
分
の
身
さ
え
、
流
れ
ゆ
く
時
と
共
に
忘
れ
さ
せ
る
珠
玉
の

一
枚
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
て
気
が
つ
い
た
時
、
今
度
は
そ
の

大
日
如
来
様
の
絵
が
、
無
精
に
欲
し
く
な
り
「
私
の
と
こ
ろ
へ
、

お
迎
え
さ
せ
て
頂
き
た
い
」
と
申
し
入
れ
た
も
の
の
、
先
生
も
そ

の
絵
だ
け
は
お
手
元
に
置
い
て
お
き
た
い
と
の
お
言
葉
で
「
そ
れ

で
は
ご
自
分
で
お
か
き
に
な
ら
れ
て
は
…
…
」
と
の
ご
返
事
。
先

生
の
そ
の
お
言
葉
以
来
、
全
く
絵
の
心
得
も
な
け
れ
ば
、
仏
様
の

何
で
あ
る
か
も
知
る
由
も
な
い
私
が
、
た
だ
た
だ
ひ
た
す
ら
に
、

み
仏
に
心
ひ
か
れ
、
様
々
な
み
仏
と
の
出
会
い
を
楽
し
み
に
、
あ

ち
ら
こ
ち
ら
と
お
寺
を
旅
し
て
歩
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

お
寺
へ
の
巡
拝
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
私
は
、
私
な
り
に
絵
の

勉
強
と
仏
の
み
心
に
通
う
も
の
を
感
じ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
が

む
し
ゃ
ら
に
、
ひ
た
む
き
に
、
同
じ
絵
を
何
枚
も
何
枚
も
、
毎
日

毎
日
の
日
を
重
ね
て
、
積
み
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
時
に

は
、
人
を
忘
れ
、
時
を
忘
れ
て
み
仏
の
も
と
に
没
頭
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
現
在
で
は
、
尊
厳
な
大
日
如
来
機
を
始
め
、
名
も
な
く

ひ
っ
そ
り
と
お
立
ち
に
な
る
路
傍
の
野
仏
に
至
る
ま
で
、
広
く
お

話
さ
せ
て
頂
け
る
よ
う
に
な
れ
た
幸
せ
を
覚
え
ま
す
。
命
の
花
を

咲
か
せ
て
下
さ
る
浄
土
へ
の
憧
れ
は
、
私
の
未
熟
な
絵
と
共
に
、

〆と
ど
ま
る
矛
」
と
な
く
、
一
つ
の
情
熱
へ
と
無
限
の
時
間
を
与
え
て

下
さ
っ
て
い
ま
す
。

■

み
肌
鮎
川
雲

〈
仏
両
師
〉
丸
山
寿
美
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閲謬

樋

高知県にある第3 9 番札所、延光寺で

飛
行
機
に
、
新
幹
線
に
、
高
速
道
路
に
と
交
通
機
関
が
、
思
い

の
ま
ま
に
な
り
、
発
達
し
、
大
昔
の
命
が
け
で
幾
日
も
時
の
浪
費

を
重
ね
た
難
行
苦
行
が
、
し
の
ば
れ
ま
す
。
巡
礼
の
妙
味
は
、
歩

く
と
か
の
苦
行
を
し
な
け
れ
ば
味
わ
え
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
レ
ジ
ャ
ー
に
様
替
わ
り
し
は
惜
し
ま
れ
ま
す
。
大
型
バ
ス

か
ら
降
り
た
巡
礼
姿
の
方
点
が
納
経
所
め
が
け
て
駆
け
つ
け
ら
れ

る
風
景
を
目
に
し
ま
す
が
、
巡
礼
の
現
代
版
と
で
も
い
う
ス
ナ
ッ

プ
な
の
で
し
ょ
う
か
。
ご
朱
印
を
い
た
だ
く
た
め
に
我
先
に
と
走

り
回
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

私
が
西
国
三
十
三
か
所
巡
り
を
終
え
た
の
は
、
十
三
年
程
前
の

こ
と
で
し
た
。
当
時
は
何
の
意
義
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
に
、
た
だ

お
寺
が
好
き
、
た
だ
仏
様
が
好
き
と
い
う
単
純
な
気
持
で
三
か
年

を
か
け
て
巡
り
終
え
ま
し
た
。
各
寺
々
の
ご
朱
印
と
境
内
の
空
気

の
す
が
す
が
し
さ
を
味
わ
い
得
な
が
ら
の
旅
で
し
た
。
そ
の
中
で

も
特
に
忘
れ
が
た
い
思
い
出
の
一
つ
は
、
南
紀
、
那
智
山
青
巌
渡

寺
の
雨
後
の
朝
焼
け
に
輝
く
光
景
に
心
う
た
れ
た
こ
と
で
し
た
。

も
う
ろ
う

膜
騰
と
包
ま
れ
た
朝
焼
け
の
中
か
ら
金
色
に
輝
き
出
る
霊
場
の
お

御
堂
。
し
か
も
札
所
第
一
番
の
謎
が
荘
厳
さ
は
、
今
で
も
胸
の
中

に
鮮
明
に
光
り
続
け
て
い
ま
す
。

多
く
の
お
寺
を
訪
ね
、
た
く
さ
ん
の
み
仏
と
も
お
出
会
い
で
き

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
と
共
に
、
人
の
出
会
い
と
別
れ
の
不
思

議
さ
も
知
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
静
か
に
ふ
り
返
る
過
ぎ
去
っ

た
道
を
み
つ
め
る
時
、
人
生
に
有
頂
天
に
な
っ
た
時
も
あ
り
ま
し

た
。
人
生
を
は
か
な
ん
だ
時
も
あ
り
ま
し
た
。
単
純
で
な
い
と
お

ぼ
ろ
げ
な
が
ら
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
な
ん
と
心
ひ
か
れ
、
心
信
じ
、
心
開
け
る
人
の
少
な
い

こ
と
か
と
人
の
世
の
は
か
な
さ
、
人
の
つ
な
が
り
の
は
か
な
さ
に

人
を
拒
絶
し
、
時
を
拒
絶
す
る
自
分
の
愚
か
さ
を
思
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
生
き
と
し
生
け
る
も
の
、
す
べ
て
彼
の
浄
土
に
帰

す
る
ｌ
と
い
う
結
論
に
至
る
と
き
わ
ず
か
な
命
の
あ
る
限

り
、
み
仏
に
す
が
り
、
み
仏
を
信
じ
、
み
仏
と
同
行
し
た
い
と
い

う
一
念
か
ら
四
国
八
十
八
か
所
巡
り
と
相
成
っ
た
次
第
で
す
。
母

と
妹
と
共
に
み
仏
に
命
を
あ
ず
け
私
の
心
の
旅
は
、
ま
だ
ま
だ
果

て
し
な
く
続
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

本金で描かれた清観音今年６月の作品「慈悲」
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例の秘密の製義一
と↓)うヤって､すね

つめたいコーヒー

の研究室岡田Iｺﾌ室ヅザー 宕
痔ふを塔

こ水があの有箔な
ブラジル製の下剤じゃでもどうぞ

野

おかしい．'･･･
どう分析してみても
ｱ ｲ ｽ コーヒーという結果が出る～

ら
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いつぷくしたあとすぐに
こりっを分析してみよう
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－＝＝勺乏づ仏一奇

> ●蔵庫にはいっているから
とってきて＜７Ｋ

動物園のがた力１１、
カバ用の下剤左
とりにこら攻ています

ｱ ｲ ｽ コーヒー用のｺ ｯ ﾌ ﾟ に
るじやううか!’

Ｑ
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☆
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
・
バ
レ
エ

「
白
鳥
の
湖
」

迦
日
（
日
）
型
時
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
ホ
ー

ル
Ｓ
１
３
０
０
０
円
Ａ
１
１
０
０
０

円
Ｂ
９
０
０
０
円
Ｃ
７
０
０
０
円

Ｄ
５
０
０
０
四
脚

し
て
別
年
東
京
生
ま
れ
。
米
国

留
学
中
、
帰
国
後
も
数
多
く
の

協
奏
曲
の
協
演
、
リ
サ
イ
タ
ル
、

ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
な
ど
へ
の
出

演
と
多
彩
な
演
奏
活
動
を
行
っ

て
い
る
・
曲
目
は
フ
ラ
ン
ク
「
交

響
曲
一
一
短
調
」
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

「
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
詔
番
」
レ

ス
ピ
ー
ギ
「
ロ
ー
マ
の
松
」

☆
中
西
覚
管
弦
楽
作
品
展

ｌ
日
本
の
音
を
求
め
て
１

町
日
（
水
）
四
時
神
一
辱
花
中
ホ
ー
ル

３
０
０
０
円

作
曲
集
団
た
に
し
の
会
会
員

神
戸
音
楽
家
協
会
員
で
あ
る
中

西
覚
の
作
品
を
、
指
揮
小
松
一

彦
、
ピ
ア
ノ
田
淵
幸
三
、
テ
ノ

ー
ル
松
本
幸
三
で
、
関
西
ブ
イ

園
・
※

☆
神
戸
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク

定
期
演
奏
会

３
日
（
水
）
過
時
辿
異
化
大
ホ
ー
ル

ピ
ア
ノ
独
奏
に
、
渡
辺
康
雄

を
迎
え
て
の
今
年
の
テ
ー
マ
は

〃
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
・
響
き
・
そ

れ
は
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
〃
。

指
揮
者
渡
辺
暁
雄
の
長
男
と

て
留
学
賞
を
得
て
渡
仏
、
現
代

具
体
美
術
の
第
一
人
者
と
し
て

活
躍
中
。
お
問
い
合
わ
せ
は

密
３
３
１
１
２
３
５
９
ま
で
。

0蕊翼
ｉ”雲

遼ユ
､蕊翼ぷロ'画、■

5零；
瑠

静:零．

画

蕊
奉麺

渡辺康雄

☆
松
谷
武
判
展

９
月
露
日
１
，
月
１
日
元
町
画
廊

切
年
大
阪
に
生
ま
れ
、
第
１

回
日
仏
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
展
に

識擬墨；
鰐鮮鯖に蹴爵会躍盤謹: 潔
育プいウラす心０中べ楽七め楽司音た弦楽
教をしコペ出な８化にウ音る中西党弓弦

・
・
・
た
ち
が
、

生
の
音
楽
に
ふ
れ
る
機
会
は
少

な
い
の
で
は
？
歌
声
を
通
し

て
音
楽
の
楽
し
さ
、
す
ば
ら
し

さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

ｇ
ｏ
．

'8 5 年作「流れ」

ん
に
な
っ

光
て
き
た
昨

今
、
ま
だ

林
ま
だ
子
供

望
雪舞

踊

さ
２
０
０
年

霊
の
伝
統
を

皿
持
ち
、
新

万
し
い
尋
ハ
レ

サ
エ
、
現
代

泡
の
芸
術
創

☆
蕉
村
と
そ
の
周
辺

９
月
廻
日
（
土
）
ｌ
哩
月
７
日
（
日
）
月

剛
休
謡
館
（
た
だ
し
祝
日
は
開
館
、
翌
日
振

替
休
館
）
、
時
１
町
時
柿
衛
文
庫
倉

０
７
２
７
（
８
２
）
０
２
４
４
一
般
５

０
０
円
高
水
生
４
０
０
円
小
中
生
３

０
０
再
】安

永
。
天
明
期
の
俳
壇
に
お

い
て
、
絵
画
的
で
詩
情
豊
か
な

独
自
の
境
地
を
開
い
た
与
謝
燕

《
銅
》
》
古
典
芸
能

勧進根（市川団十郎）
右中上他十者
術村梅、郎は
門雀幸尾の団

JＩ。
凡
董
を
中
心
に
約
１
０
０
点ｊ

の
資
料
を
紹
介
す
る
。 曇「月渓引網引自画賛」

人え品彼を７生回村
月てｉこの迎０誕はｏ
渓門加 ･ 作え年２，今

１
１４２
１

７
度
目
の
来
日
公
演
を
行
う

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
・
バ
レ
エ
は

作
に
努
め
る
世
界
有
数
の
バ
レ

エ
団
で
あ
る
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ

レ
エ
の
最
高
傑
作
で
あ
る
「
白

鳥
の
湖
」
を
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス

キ
ー
の
美
し
い
調
べ
に
の
せ

て
、
華
麗
な
舞
台
が
く
り
広
げ

ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

坂
東
蓑
助
、
坂
東
八
十
助
、
市

川
左
団
次
、
尾
上
菊
蔵
他
。

☆
松
竹
大
歌
舞
伎
特
別
公
演

塑
日
（
火
）
泌
日
（
水
）
過
時
塑
時

神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル
特
等
席
５
０
０
０

円
一
等
席
４
０
０
０
円
二
等
席
３
０

０
０
円
三
等
席
２
０
０
０
円
挙
産
券

１
５
０
０
円

十
二
代
目
市
川
団
十
郎
襲
名

披
露
。
第
１
双
蝶
々
曲
輪
日
記

角
力
場
、
第
２
襲
名
披
露
口
上
、

第
３
藤
娘
、
長
唄
雛
子
連
中
、
第

４
鳴
神
、
大
薩
摩
連
中
、
同
じ
く

勧
進
帳
、
長
唄
雛
子
連
中
・
出
演

手

神戸
っ子
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浸
鳶

０
円
Ｃ
３
０
０
０
円
学
生
１
５
０

０
国
﹈

☆
松
竹
新
喜
劇
「
あ
ん
な
親
こ
ん
な
子
」

藤
山
寛
美
出
演

恥
日
（
金
）
ｌ
麺
日
（
日
）
狸
時
妬

時
半
国
際
会
館
６
０
０
０
円
５

０
０
０
円
４
０
０
０
円

☆
劇
団
四
紀
会
髄
市
民
劇
場

「
き
ら
め
く
星
座
」

５
日
（
金
）
蝿
時
半
６
日
（
土
）
狸

時
皿
時
半
７
日
（
日
）
型
時
神

戸
文
化
小
ホ
ー
ル
大
人
１
８
０
０
円

中
｛
伺
生
１
５
０
０
円

★
近
松
座
公
演
「
襲
生
隅
田
川
」

、
日
（
水
）
哩
時
ｍ
時
国
際
会
館

Ｓ
５
０
０
０
円
Ａ
４
０
０
０
円
Ｂ

２
５
０
０
円

☆
現
代
劇
セ
ン
タ
ー
真
夏
座
公
演

「
雰
囲
気
の
あ
る
死
体
」

溺
日
（
木
）
狙
時
県
民
小
劇
場
前

売
１
８
０
０
円
当
日
２
０
０
０
円

１
１４３
１

環
：

☆
痛
み
、
い
ま
心
に
し
み
て

蔵
原
惟
繕
監
督
作
品
〃
道
″

Ｉ
大
人
１
５
０
０
円
大
一
塁
１
３
０

人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
走
っ

長
距
離
ト
ラ
ッ
ク
の
中
年
運

転
手
と
国
道
沿
い
の
ド
ラ
イ
ブ

イ
ン
で
働
く
若
い
ウ
エ
イ
ト
レ

ス
。
出
会
い
、
時
の
移
る
い
と

と
も
に
、
心
が
動
き
、
人
が
動

☆
劇
団
四
季
「
コ
ー
ラ
ス
ラ
イ
ン
」

皿
日
傘
企
塑
時
半
ア
ル
カ
イ
ッ
ク

ホ
ー
ル
Ａ
４
０
０
０
円
Ｂ
３
５
０

☆
高
橋
ア
キ
・
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

”
日
（
水
）
四
時
芦
屋
ル
ナ
ホ
ー
ル

２
５
０
０
円

☆
日
本
テ
レ
マ
ン
協
会
第
弘
回
定
期
演

奏
会
指
揮
延
原
武
春

詣
日
（
木
）
凹
時
ア
ク
ア
文
化
ホ
ー

ル
２
５
０
０
円

☆
森
悠
子
と
そ
の
仲
間
た
ち

「
ド
ガ
レ
イ
ユ
・
カ
ル
テ
ッ
ト
」

５
日
（
金
）
四
時
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
ミ

ニ
ホ
ー
ル
前
売
１
５
０
０
円
当
日

券
１
８
０
０
円

☆
神
戸
市
少
年
少
女
合
唱
団
定
期
演
奏

今
室町

日
（
日
）
皿
時
県
民
小
劇
場
５

０
０
円

★
神
戸
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

「
田
園
交
響
曲
」

皿
日
（
日
）
型
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
－
５
０
０
円

砿
演

劇

園
音

楽

主
演
コ
ン

症
ピ
に
加
え

の
て
、
柴
田

極
恭
兵
、
三

ぞ
田
佳
子
、

罰
池
内
淳
子

若
山
富
一
一
一

雛
郎
ら
、
強
力
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ

て
描
き
上
げ
ら
れ
る
「
道
」
。
ジ

ヤ
ン
・
ギ
ャ
バ
ン
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ

ー
ズ
・
ア
ル
ヌ
ー
ル
の
「
ヘ
ッ
ド

ラ
イ
ト
」
を
超
え
ら
れ
る
か
。

☆
こ
の
映
画
の
チ
ケ
ッ
ト
を
５
名
様
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
希
望
者
は
葉
書
に
住
所
・
氏

巽
一
Ｃ
ｂ
ｏ
ｏ
Ｃ

仲
代
達
矢
、
藤
谷
美
和
子
の

★
ダ
ン
ス
リ
サ
イ
タ
ル

「
泉
閣
士
の
世
界
」

９
日
（
火
）
⑬
時
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ

ー
前
売
３
０
０
０
円
当
日
４
０
０

０
円

☆
森
下
洋
子
・
清
水
哲
太
郎

「
ぐ
る
み
割
り
人
形
」

妬
日
（
金
）
皿
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
Ａ
６
３
０
０
円
Ｂ
５
０
０
０

円

環
：

★
市
民
映
画
劇
場
「
カ
ン
ト
リ
！
」

塑
日
（
木
）
ｌ
加
日
（
土
）
平
日
墾
時

半
土
雁
叫
時
Ｉ
唾
時
半
ｌ
鵡
時
半

神
一
長
化
小
ホ
ー
ル
５
０
０
円

忽
。
．

小さな監房の二人は…. . 、

ハムリウ賞男主ミカ
１．アイの優演ｌデア

☆
サ
ン
パ
ル
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

津
田
仁
子
展
９
／
５
１
９
／
、

兵
庫
光
風
会
選
抜
展

９
／
⑫
１
９
／
Ⅳ

西
村
裕
夫
作
陶
展
９
／
、
１
９
／
塑

王
美
会
展
９
／
沈
１
ｍ
／
工

☆
サ
ン
パ
ル
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

写
交
「
陽
炎
」
展
９
／
四
１
９
／
型

メ
ル
ヘ
ン
の
仲
間
た
ち
展

９
／
妬
１
ｍ
／
１

★
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
タ
ピ
エ
ス

堀
井
英
男
展
９
／
超
１
９
／
鋤

☆
シ
テ
ィ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

鈴
木
敏
蒸
展
９
／
、
１
９
／
”

竹
田
雅
弘
展
９
／
配
１
９
／
釦

☆
神
戸
市
立
博
物
館

東
西
の
交
流
・
焼
物
と
ガ
ラ
ス
展

９
／
鋤
ｌ
皿
／
３

伊
能
忠
敬
展
９
／
即
ｌ
皿
／
３

☆
滴
翠
美
術
館

赤
絵
と
色
絵
展
９
／
９
１
血
／
皿

☆
大
谷
記
念
美
術
館

富
本
憲
吉
展
生
誕
１
０
０
周
年

８
／
瓢
１
９
／
詔

☆
香
雪
美
術
館

茶
掛
と
香
合
展
９
／
型
１
浬
／
皿

☆
そ
ご
う
美
術
画
廊

パ
リ
を
描
く
増
田
誠
油
彩
展

９
／
５
１
９
／
、

第
３
回
丹
波
穴
窯
村
田
陶
石
作
陶
展

９
／
⑫
１
９
／
幻

瑠
璃
象
眼
の
世
界
井
上
俊
一
作
陶
展

９
／
配
１
ｍ
／
１

☆
大
丸
美
術
画
廊

栄
光
の
フ
ラ
ン
ス
絵
画
展

９
／
４
１
９
／
９

立
杭
窯
市
野
弘
之
・
年
成
父
子
展

９
／
皿
１
９
／
亜

現
代
日
本
・
版
画
白
選
展

９
／
咽
１
９
／
麹

ア
ー
ル
ヌ
ー
ポ
ー
の
ガ
ラ
ス
芸
術
・
ガ

レ
ー
と
ド
ー
ム
兄
弟
展９

／
錨
１
９
／
鋤

★
白
遇
美
術
館

白
越
秋
期
展
「
中
国
の
美
術
工
芸
」

９
／
６
１
ｕ
／
鋤

か
に
あ
ゆ
み
寄
り
始
め
…
。

名
を
明
記
の
上
、
神
戸
っ
子
「
東
映
」
係
“

★
閉
ざ
さ
れ
た
空
間
の
二
人
の

男
「
蜘
妹
女
の
キ
ス
」

９
月
上
旬
よ
り
新
ア
サ
ヒ
に
て
公
開
大

人
１
５
０
０
円
大
高
生
１
３
０
０
円

中
学
１
２
０
０
円

小
さ
な
監
房
に
収
監
さ
れ
た

二
人
の
囚
人
、
モ
リ
ー
ナ
と
バ

レ
ン
テ
ィ
ン
。
同
性
愛
者
と
政

治
犯
の
関
係
は
、
そ
の
ま
ま
体

制
と
反
体
制
、
夢
と
現
実
覇
強

さ
と
弱
さ
な
ど
、
現
代
に
お
け

る
対
立
の
概
念
の
縮
図
で
あ
っ

た
。
こ
の
一
一
人
が
や
が
て
モ
リ

ー
ナ
の
語
る
空
想
物
語
「
蜘
妹

女
」
を
き
っ
か
け
に
、
ゆ
る
や

ト
の
名
演
が
見
逃
せ
な
い
。

★
こ
の
映
画
の
チ
ケ
ッ
ト
を
５
名
様
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
希
望
者
は
葉
書
に
住
所
・
氏

名
を
明
記
の
上
、
神
戸
っ
子
「
ア
サ
ヒ
」

係
。
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蕊識

説舟ｉ溌野．

､謝患灘蝿溌, 、異

１
１４４
１

流
れ
だ
す
路
上
の
ア
ッ
プ
を
見
せ
て
ド
キ
ッ
と
さ
せ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
つ
い
最
近
の
フ
ラ
ン
ス
映
画
「
赤
ち
ゃ
ん
に
乾
杯

ノ
．
」
で
は
三
人
の
男
が
生
れ
て
六
カ
月
の
女
の
赤
ち
ゃ
ん
を
三
人

が
か
り
で
世
話
す
る
と
い
う
男
三
人
独
身
物
語
で
す
が
こ
の
映
画

の
赤
ち
ゃ
ん
の
可
愛
さ
っ
た
ら
何
と
も
言
え
ぬ
可
愛
い
さ
で
、
さ

ぞ
や
長
ず
る
に
い
た
り
男
泣
か
せ
の
美
人
に
な
ろ
う
と
見
と
れ
る

ば
か
り
。
け
れ
ど
も
映
画
の
中
で
は
ま
だ
六
カ
月
。
こ
の
映
画
に

出
て
い
る
赤
ち
ゃ
ん
も
ま
さ
に
六
カ
月
の
お
嬢
ち
ゃ
ん
。
こ
れ
が

ぬ
ら
す
。
い
ん
ま
お
し
め
を
か
え
た
の
に
ま
た
ぬ
ら
し
ま
す
。
男

三
人
ま
あ
こ
の
子
っ
た
ら
と
叱
る
つ
も
り
が
ニ
コ
ニ
コ
ニ
ー
ッ
と

ほ
ほ

笑
う
の
で
、
つ
い
た
ま
り
か
ね
頬
ず
り
し
て
し
ま
っ
て
〃
さ
あ
、

お
し
め
、
と
り
か
え
て
や
る
ぜ
″
と
一
一
一
人
男
が
そ
の
子
の
両
足
つ

ま
ん
で
…
…
と
言
う
と
こ
ろ
で
あ
な
た
キ
ャ
メ
ラ
は
真
正
面
に
こ

の
子
の
あ
そ
こ
を
撮
つ
ち
ま
っ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。
劇
映
画
が

、
、

女
の
あ
そ
こ
を
正
面
ぱ
っ
ち
り
、
そ
れ
も
ほ
ん
と
に
画
面
中
央
に

あ
そ
こ
を
出
さ
せ
（
チ
ッ
と
撮
っ
た
の
で
す
か
ら
こ
の
赤
ち
ゃ

ん
、
十
五
年
た
ち
十
八
年
た
っ
た
ら
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
シ

ョ
ッ
ク
を
受
け
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

し
か
も
あ
な
た
見
え
て
し
ま
っ
た
／
・
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
ん
で

す
ぞ
、
ピ
ュ
ー
ッ
と
ほ
ん
と
う
に
あ
そ
こ
か
ら
ま
た
も
オ
シ
ッ
コ

い
き
お

が
と
び
だ
し
た
。
そ
の
ピ
ュ
ー
ッ
と
と
び
だ
し
た
勢
い
の
よ
さ
。

こ
れ
ぞ
フ
ラ
ン
ス
映
画
の
最
新
作
。
け
れ
ど
監
督
が
コ
リ
ー
ヌ
・

セ
ロ
ー
。
女
の
監
督
だ
っ
た
の
で
、
な
ぜ
か
そ
れ
で
ホ
ッ
と
い
た

し
ま
し
た
。

_‘“蕊

球

：

女の赤ちゃん相手に、男三人が大奮闘

、
鋪
調

ｒ
瞬
唾
ｉ 今

村
作
品
の
「
え
え
じ
ゃ
な
い
か
」
は
女
優
さ
ん
が
数
人
な
ら

し
り

ん
で
尻
を
ま
く
っ
て
シ
ャ
ー
シ
と
お
し
っ
｝
」
し
ま
し
た
が
、
今
村

監
督
の
栖
落
の
な
さ
が
エ
ロ
に
も
グ
ロ
に
も
な
ら
ぬ
お
そ
ま
つ
に

な
り
果
て
ま
し
た
。

か
ば
ん

ク
ラ
ウ
デ
イ
ア
・
カ
ル
デ
イ
ナ
ー
レ
は
「
鞄
を
持
っ
た
女
」
で

草
む
ら
に
し
ゃ
が
ん
で
ス
カ
ー
ト
を
め
く
り
オ
シ
ッ
コ
し
ま
し

た
。
こ
の
イ
タ
リ
ア
映
画
は
こ
の
と
き
オ
シ
ッ
コ
の
音
を
見
事
に

聞
か
せ
た
の
で
感
心
し
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
映
画
で
は
ポ
ー
ラ
・
ネ
グ
リ
ィ
が
「
パ
ッ
シ
ョ
ン
」
で

道
に
し
ゃ
が
ん
で
オ
シ
ッ
コ
し
た
の
で
す
が
サ
イ
レ
ン
ト
時
代
の

映
画
で
し
た
か
ら
彼
女
が
し
ゃ
が
ん
だ
足
も
と
か
ら
オ
シ
ッ
コ
の

厨罫．･ 蕊錘竪’

あ
な
た
／
画
面
の
真
正
面
か
ら
、
ま
た
ひ
ろ
げ
、
彼
女
は
観

客
に
向
っ
て
オ
シ
ッ
コ
。

凶

凶

鍵燃欝ｉ

蝋
郎
川
賑
翫
柵
鯨
し
や

藻

淀
川
長
治
〈
勝
評
論
家
〉
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勺

竺噴用粂

醗

１
１４５
１

職篭熱鐸 蝿 ＃目鎧 鞠

守

市
川
昆
の
「
鹿
鳴
館
」
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
映
画
、
お
し
っ
こ
な

ど
す
る
シ
ー
ン
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
念
の
た
め
。
明
治
初
め
の
鹿

鳴
館
の
お
は
な
し
で
す
。
見
て
い
て
飽
き
る
ど
こ
ろ
か
見
と
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
あ
な
た
菅
原
文
太
が
伯
爵
に
な
っ
て
夫
人
と
大
宴

会
場
で
ワ
ル
ツ
を
踊
る
の
で
す
ぞ
。
ま
あ
お
開
き
な
さ
い
よ
。
そ

れ
が
ね
ェ
、
実
は
、
よ
ろ
し
い
ん
で
す
よ
。
ゲ
イ
ブ
ル
と
パ
ー
ト

・
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
を
こ
れ
ま
ぜ
た
メ
イ
キ
ャ
ッ
プ
で
ね
。
だ
い
た

い
に
今
の
俳
優
さ
ん
は
み
ん
な
背
が
高
く
な
っ
た
せ
い
海
か
か

に
し
き

る
明
治
錦
絵
の
西
洋
は
く
ら
い
ダ
テ
す
が
た
が
、
そ
う
も
お
か
し

く
な
い
ど
こ
ろ
か
文
太
伯
爵
お
い
ろ
け
も
た
だ
よ
わ
せ
、
お
女
中

を
台
所
で
手
ご
め
に
な
さ
る
と
こ
ろ
は
、
も
っ
と
伯
爵
の
な
に
か

が
ほ
し
か
っ
た
も
の
の
、
宴
会
場
で
は
カ
ッ
プ
ク
も
よ
ろ
し
く
、

わ
た
く
し
ほ
ん
と
う
に
失
礼
な
が
ら
、
も
っ
と
い
や
ら
し
い
サ
ル

芝
居
映
画
に
落
ち
は
せ
ぬ
か
と
思
っ
た
ハ
ラ
ハ
ラ
の
心
配
は
さ
ら

り
と
ぬ
ぐ
い
去
ら
れ
、
ず
ら
り
並
ん
だ
女
優
さ
ん
ど
も
も
す
べ
て

衣
裳
美
し
く
見
と
れ
る
ば
か
り
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
れ
ど
も
日

本
の
大
庭
園
、
日
本
の
お
座
敷
の
美
し
さ
は
日
本
美
術
の
さ
え
を

あ
な
た
ノ
．
見
て
ご
ら
ん
ノ
．
誰
が
伯
爵
を
誰
が
伯
爵
夫
人
を
誰

が
男
爵
を
誰
が
男
爵
夫
人
を
。
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
に
輝
く
こ
の

日
本
映
画
／
、

あ
な
た
／
、
音
楽
な
し
／
台
詞
な
し
／
舞
台
は
黒
一
色
／
、
登
場

す
る
は
大
き
な
大
き
な
二
つ
の
白
い
手
の
二
時
間
／
、

蕊
譲
議
議
識

騨韓．__唾罰

蟻

ｉ
：

明治初めの鹿鳴館時代のおはなし

見
せ
た
と
い
う
の
に
明
治
エ
リ
ー
ト
・
ハ
イ
カ
ラ
・
貴
族
と
な
る

と
そ
の
貴
族
の
風
格
、
こ
れ
は
ま
だ
出
ま
せ
ん
ね
ェ
・
け
れ
ど

も
、
あ
な
た
活
動
写
真
時
代
の
新
派
と
呼
ん
だ
現
代
劇
に
登
場
し

た
女
形
の
異
様
な
る
洋
服
の
す
ご
さ
か
ら
く
ら
べ
あ
れ
か
ら
時
は

流
れ
て
七
○
年
、
す
っ
か
り
日
本
映
画
の
貴
族
シ
ー
ン
も
上
等
に

な
り
ま
し
た
。

§職雑識
蕊一を唖斗』蕊霊
バケモノ事首がｻﾖﾅﾗ･ｻﾖﾅﾗ饗餌

む
〃
Ｍ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｚ
〃
（
マ
ミ
シ
ャ
ン
ッ
と
で
も
発

音
す
る
の
で
し
ょ
う
か
）
こ
の
一
座
を
マ
ジ
ッ
ク
マ
イ
ム
と
呼
び

ま
す
よ
う
に
一
つ
の
手
の
指
か
ら
ス
ー
ツ
と
一
本
の
白
線
が
流
れ

出
て
黒
ば
ん
に
ハ
ク
ボ
ク
で
一
線
を
ひ
く
よ
う
に
見
せ
た
り
、
こ

の
二
つ
の
手
が
も
み
合
っ
た
り
、
た
だ
そ
の
動
き
そ
の
演
出
そ
の

黒
と
白
の
効
果
を
ジ
ー
ッ
と
見
つ
め
て
い
る
客
席
に
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
を
感
じ
ま
し
た
な
ァ
。

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



■

146

ｚ
ｍ
三
の

☆
凧
月
堂
本
店
に
壁
面
時
計

カ
リ
ョ
ン
が
登
場

７
月
型
日
、
元
町
通
三
丁
目

の
風
月
堂
本
店
の
正
面
壁
に
、

美
し
い
音
色
で
時
を
告
げ
る
カ

リ
ョ
ン
が
お
目
見
え
し
た
。Ⅱ鍵

話題のカリヨン

風
月
堂
社
長
、
下
村
光
治
氏

の
発
案
に
よ
る
も
の
で
、
版
画

家
の
川
西
裕
三
郎
さ
ん
が
、
デ

ザ
イ
ン
、
制
作
し
た
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
で
カ
リ
ョ
ン
の
周
囲
を

デ
コ
レ
ー
ト
し
て
お
り
、
行
き

か
う
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
刻
を
知

ら
せ
る
約
一
分
間
の
美
し
い
音

色
も
好
評
だ
。

国
中
央
区
元
町
通
３
．
３
，
ｍ

宮
３
２
１
１
５
５
５
５

「
ｍ
⑫
ゴ
ー
く
ア
Ｆ

★
第
６
回
神
戸
き
も
の
博
で

日
本
古
来
の
伝
統
美
を

如
月
加
日
１
姻
日
の
３
日
間

ボ
ー
‘
ア
イ
の
ワ
ー
ル
ド
記
念
ホ

ー
ル
で
第
６
向
き
も
の
博
が
開

催
さ
れ
る
。
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
〃
稲
シ
ル
ク
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
兵
庫
″
が
兵
庫
県
絹
需

要
増
進
協
畿
会
と
提
携
で
企
画

蕊
日本の伝統美. 着物ケ

さ
れ
、
絹
製
品
の
全
て
を
一
挙

に
展
示
、
舞
台
で
は
ア
ウ
タ
ー

ラ
ン
ジ
ェ
リ
ー
の
シ
ョ
ー
も
予

定
さ
れ
て
い
る
。
他
に
も
〃
ニ

ュ
ー
着
物
″
〃
本
藍
染
″
な
ど

興
味
深
い
イ
ベ
ン
ト
が
。
ゲ
ス

ト
に
小
川
知
子
、
北
大
路
欣
也

ら
を
迎
え
、
華
や
か
に
盛
り
上

が
り
そ
う
。

麺
、
○
一
『
ア
Ｆ

★
田
崎
真
珠

エ
ク
セ
レ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

７
月
妬
日
の
夕
刻
、
田
崎
真

珠
本
社
内
の
田
崎
ホ
ー
ル
八
エ

ス
パ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
Ｖ
に
お
い

て
、
甲
陽
園
テ
ニ
ス
倶
楽
部
の

協
賛
に
よ
り
神
戸
出
身
の
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ニ
ス
ト
、
四
方
恭
子
さ

ん
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ

ル
が
開
か
れ
た
。

東
京
芸
大
音
楽
学
部
を
卒
業

後
、
西
ド
イ
ツ
国
立
フ
ラ
イ
ブ

ル
グ
音
楽
大
学
に
留
学
し
、
昭

和
師
年
に
は
、
シ
ュ
ポ
ア
国
際

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル

第
一
位
を
零
賛
し
た
四
方
さ
ん

の
選
曲
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

ソ
ナ
タ
第
５
番
「
春
」
、
シ
ュ

ー
ベ
ル
ト
の
幻
想
曲
ハ
長
調
、

サ
ン
サ
ー
ン
ス
の
ワ
ル
ツ
・
キ

ャ
プ
リ
ス
な
ど
。
や
は
り
シ
ュ

ポ
ア
・
コ
ン
ク
ー
ル

の
ソ
ナ
タ
賞
と
伴
奏

諏
賞
を
受
賞
し
た
梅
村

壷
祐
子
さ
ん
の
ピ
ア
ノ

噸
伴
奏
で
華
や
ぎ
の
中

睡
に
も
繊
細
で
流
麗
な

調
べ
が
聴
衆
約
一
一
百

鍋
を
魅
了
し
た
。

三
ｍ
三
「
ア
○
ｍ

☆
絵
画
を
暮
ら
し
に
提
案
す
る

ア
ー
ト
ニ
ク
ス
サ
テ
ラ
イ
ト

末
積
製
額
が
、
今
回
レ
ー
ザ

ー
デ
ィ
ス
ク
を
使
っ
た
新
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
、
話
題
を
呼
ん

で
い
る
。

ア
・
‐
ト
ニ
ク
ス
と
呼
ば
れ
る

こ
の
新
シ
ス
テ
ム
は
、
版
画
、

油
絵
な
ど
の
商
品
デ
ー
タ
を
本

部
の
ニ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
管
理
し

レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
で
デ
ィ
ス
鶏

注目のアートニクス

プ
レ
イ
に
画
像
と
し
て
映
し
だ

し
、
こ
の
情
報
と
し
て
流
さ
れ

た
多
数
の
絵
画
の
中
か
ら
簡
単

な
キ
ー
操
作
で
選
ぷ
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
画
期
的
な
シ
ス
テ

ム
だ
。
商
品
の
案
内
か
ら
販

売
、
管
理
ま
で
全
て
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
が
処
理
し
、
絵
画
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
も
静
物
、
人
物
、

自
然
風
物
、
抽
象
、
そ
の
他
幅

広
い
ジ
ャ
ン
ル
。
ナ
レ
ー
シ
ョ

ン
後
の
３
つ
の
質
問
に
答
え
る

と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
自
動
的
に

個
性
に
あ
っ
た
絵
画
を
選
択

し
、
さ
ら
に
絵
画
の
タ
イ
プ
を

指
定
す
る
と
希
望
に
近
い
絵
画

が
数
点
選
択
さ
れ
、
そ
の
中
か

ら
好
み
の
も
の
を
選
募
こ
と
が

で
き
る
。
一
度
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
て
は
？

ＳＰＥＣＩＡＬＭＥＳＳＡＧＥ

神戸百店会だより
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P R E S E N T
〔ＯＲＮＥＲ

ホ
テ
ル
内
ガ
ー
デ
ン
に
は
、
金
魚

す
く
い
や
花
火
、
う
な
ぎ
釣
り
な

ど
の
出
店
が
多
数
出
店
。
納
涼
に

は
最
適
の
場
所
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
子
供
た
ち
も
大
喜
び
。
家
族

辿
れ
で
大
に
ぎ
わ
い
の
お
祭
と
な

っ
た
。

両
８
９
１
１
０
３
３
３
１
４

●
ホ
テ
ル
全
但
で
は
、
本
物
の
日

本
料
理
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、
「
秋
声
の
膳
」
と
題
し
た

会
席
料
理
を
用
意
。
秋
に
ち
な
ん

だ
イ
カ
の
菊
造
り
や
甘
え
び
な
ど

の
お
造
り
を
中
心
に
、
季
節
の
魚

や
野
菜
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
旬
の
味

を
満
喫
で
き
る
。
お
値
段
は
￥

８
，
２
０
０
（
璽
品
）
と
￥
１

０
，
０
０
０
（
晦
品
）
、
共
に
税

金
・
サ
ー
ビ
ス
込
み
で
格
安
と
な

っ
て
い
る
。
期
間
は
９
月
５
日
ｌ

皿
月
、
日
。
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
落

ち
つ
い
た
雰
囲
気
の
中
で
、
ち
ょ

っ
と
風
流
に
舌
鼓
。

且

P E O P L E 〈4 7 ＞ＯＰＥＮ
●田崎海洋生物研究所
徳島に開設
ハイテク時代を迎え、バイオ
テクノロジーが浸透しつつある
現代、田崎海洋生物研究所が徳
島県海部郡日和佐町に８月５
日、オープンした。「より美し
く価値ある真珠を安定的に生産
し、世界中に供給するべく新養
殖技術を開発すること」と「こ
れによって業界および地域産業
の発展に寄与すること」を目的
としたこの研究所は、延面積
3 , 4 0 0 ㎡に飼育実験室、分析研
究室、植物プランクトン培養室
等を保有している。研究内容
は、栄養生理学（飼料等) 、環
境生理学（水質、環境）品質改
良（育種、交配等) 、新養殖技
術、真珠以外の水産研究となっ
ており、その成果が早くも期待
されている。

●マキシンより
秋冬の帽子を
帽子・アクセサリーの老舗、
トアロードのマキシンより、秋
冬のエレガントな帽子をプレゼ
ント。キャノチエ型は色はベー
ジュでウール製。セーラー型は
ワインカラーでエクセーヌ製。
おしゃれの秋にふさわしい上品
さ。受け取りはマキシンまで。

藤
騨
灘
欝

亀紳士注文服業界の“新風”
岡田武さんく紳士服ｱ ダﾑ G ＞
社長・岡田巌さんの次男。大学を卒業
後、輸入ファッションを扱う大阪の商事
会社に就職し、大丸梅田店に出向。５年
間の修業の後、９月１日からアダムＧへ
“里帰り”となった。すでに副所長とし
て活躍中の長兄勝さんと共に、次代のア
ダムＧを背負って行くことになる。紳士
注文服業界でのフレッシュマンとして大
いに期待されている。昭和3 4 年生まれ。

軍埋

１
１４１
１

瀧
『
○
型
。
⑫

、
有
馬
温
泉
・
古
泉
閣
で
は
、
庭

閲
の
茶
席
「
向
月
席
」
を
９
月
よ

り
一
般
に
開
放
（
午
前
ｎ
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で
）
。
従
来
、
宿
泊

窓
し
か
味
わ
え
な
か
っ
た
飛
騨
高

山
古
来
の
桁
進
料
理
が
、
予
約
な

し
で
も
味
わ
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
コ
ー
ス
は
、
￥
４
，
５
０
０

￥
６
，
０
０
０
、
￥
９
５
０
０
の

３
種
類
。
そ
の
他
、
本
格
的
手

打
ち
そ
ば
に
季
節
の
料
理
を
添
え

た
〃
手
打
ち
そ
ば
セ
ッ
ト
″
（
￥

１
，
０
０
０
）
も
好
評
。
予
算
に

応
じ
て
利
用
で
き
る
品
書
き
と
な

っ
て
い
る
。
６
万
坪
の
庭
園
を
眺

め
な
が
ら
、
く
つ
ろ
い
で
味
わ
う

伝
統
の
味
覚
は
ま
さ
に
絶
品
。

宮
９
０
４
１
０
７
３
１

●
８
月
１
日
か
ら
加
日
ま
で
の
即

日
間
、
六
甲
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ

ル
に
お
い
て
縁
日
が
開
か
れ
た
。

●メーブル不二屋より
クリスタル製額樟を
トアロードのメープル不二屋

より、クウスタル製の額縁を今
回は１名橡にプレゼントします
ヨコ２３ｃｍ、タテ2 0 ｃｍの大きさ
で流行のシルクスクリーンやリ
トグラフなど‘思い思いに入れ変
えて、楽しんでみては？商品の
受け取りは神戸っ子縮典室まで

露
溜
露
１
句
‐
・
‐
品

欝
蝿

▼
応
募
方
法
⑳
葉
書
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希

望
す
る
商
品
名
を
明
記
の
上
、
神
戸
市
中
央
区
東
町

ｍ
ｌ
ｌ
大
神
ピ
ル
９
Ｆ
「
月
刊
神
戸
っ
子
」
神
戸
百

店
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で
ご
応
募
下
さ
い
。
９
月
釦

日
消
印
ま
で
有
効
で
す
。
当
選
者
に
は
神
戸
っ
子
か

ら
当
選
菜
普
を
発
送
、
莱
書
を
持
っ
て
お
店
ま
で
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
に
お
出
か
け
下
さ
い
。
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聯;；

事務局／神戸市中央区束町1 1 3 - 1 大神ピル9 Ｆ
月刊神戸っ子内ＴＥＬ（0 7 8 ）3 3 1 - 2 2 4 6

大 内信行中島正義張恵美
的にも注目され、今後の活動が期待さ
れる。

会
書
監
理

●' 8 6 Ｋ. ＥＳ, 総会 繍
瀞
蕊
溌
溌
瀕

毒
誇
嵯
娠
跨
緬
》
唖
需
砺
誕
諦
聯
睡
》
榊
審
詫
塞
鉦
睡
岬
《
癖
。

長
舞
亜
報
蝿
却
緬
改
職
震
唖
杉
止
釧
賠
唾
明
魂
四
需
恥
裁
挿
旅

方
の
会
て
サ
か
界
の
評
か
一
け
す
の
日
ら
ン
し
の
で
う
け

の
会
、
っ
一
年
化
師
好
年
リ
続
か
Ｃ
畑
か
マ
ち
名
の
の
い

需
酔
》
誇
袖
》
錘
》
癖
》
》
嘩
聯
唖
誇
》
》
附
詐
》
癖
峠
》
癖
・
》

■

新役員決定'８６Ｋ．ＦｏＳ．
’８６Ｋ°Ｆ. S ・総会が、７月1 8 日六甲荘
で開かれ、’8 6 Ｋ°Ｆ. S ・の新役員が決定
した。
田中副会長から事業報告、張会計か
ら会計報告が行なわれ、米田監査役か
らの監査報告も無事終了、引き続き役
員の改選へと移った。
理事会の推薦により、荒津会長が、
３期連続で' 8 6 Ｋ. F ､ S ・会長に就任。以
下、三役・理事が右記のように決定し
た。
２期にわたって開催してきたマンス

リーサロン“創る”は、様々な講師に
より、多彩な展開となったが、８６年度
はそれらの成果をさらに発展させて
“活かす”をテーマに進められること
になった。
８６年６月号のＮＥＸＴ“神戸市の1 8 5

人”でもメンバーが紹介されるなど、
全国でもまれな異業種の集まりが対外

六甲荘での' ８６Ｋ. Ｆ, Ｓ総会

ＫｏＦｏＳ・新副会長

長
長今室

会
副

計
記
査
事

鶴

●９月のマンスリーサロン
日時９月1 9 日（金）ＰＭ６：３０～
場所神戸市勤労会館4 0 6 号
訓師／小林K c c 理事長
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神戸ファッション研究所
設立基金募集中／

G騨覗魂電, H f 盤

新 役員
荒津正美
中島正義大内信行
張恵美
若林雄三千葉瑠璃子
西催幹男高橋克彦
市野木江充子米田博司
柿本雅司田中謙司
清谷泰夫佐藤良子
森容子小泉美喜子
藤井美智子永田耕一
兼古啓嗣中村妙子
大里最世子寺本信江
中田泰次
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１
１４９
１

エメラルドグリーンの明るい店内

くつろいでうなぎ料理を

新鮮なネタで勝負／

●
神
戸
う
ま
い
も
ん

と
ド
リ
ン
キ
ン
グ

イ
ン
デ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン

マ
ヤ

中
央
区
穣
辺
通
４
‘
・
１
１
８
１
．
Ｔ

。
Ｃ
ピ
ル
－
Ｆ
宮
２
３
１
．
．
０
７
０

３
１
４
Ａ
Ｍ
加
・
・
卯
Ｉ
Ｐ
Ｍ
２
．
．
卯

Ｐ
Ｍ
５
１
Ｐ
Ｍ
ｍ

ピ
リ
ッ
と
ス
パ
イ
ス
の
効

い
た
料
理
は
夏
バ
テ
気
味
の

体
を
引
き
し
め
て
く
れ
る
。

イ
ン
ド
人
の
コ
ッ
ク
さ
ん

が
作
る
本
場
の
味
と
、
エ
ス

ー
サ
ク
な
雰
囲
気
が
女
性
に

大
ウ
ケ
。

お
薦
め
料
理
は
一
・
マ
ハ
ラ

ジ
ャ
コ
ー
ス
」
（
５
０
０
０

円
）
・
・
タ
リ
ー
コ
ー
ス
」
（
３
６

０
０
円
）
・
サ
モ
サ
、
カ
レ
ー
、

ナ
ン
、
パ
ラ
オ
、
ア
イ
ス
ク
リ

ｉ
ム
、
フ
ル
ー
ツ
、
飲
み
物
がエスニックな店内

セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
。
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
に
も
独
特
の
ス

パ
イ
ス
が
効
い
て
い
て
、
不

思
議
な
お
い
し
さ
。
く
せ
に

な
り
そ
う
な
味
だ
。
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ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル仏

＝＝可茜陛一

１
１５０
１

灘峰木蔦運あ誕ま宅燕逆映動り生

･ 噌郷人言

# 鵜
◇
映
画
『
小
さ
な
絵
・
大
き
な
輪
』

一
人
の
ち
え
お
く
れ
の
少
女
の
成
長

を
追
い
な
が
ら
、
幼
稚
園
・
小
学
校
の

交
流
学
習
、
親
の
粕
神
的
な
成
長
令
医

学
的
な
話
、
一
般
企
難
や
動
物
函
で
の

馳
桑
、
成
人
の
施
設
、
結
僻
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
場
面
を
掘
影
し
て
い
ま
す
。

映
画
は
、
明
か
る
く
ほ
の
ぼ
の
と
し

さ
わ
や
か
な
感
じ
の
、
い
わ
ば
ち
え
お

く
れ
の
問
題
の
入
門
的
な
映
阿
で
す
。

明をの一親
か掘施股の

（
八
ミ
リ
カ
ラ
ー
約
三
｝
分
）

◇
映
画
・
ビ
デ
オ

『
う
ん
頑
頚
っ
と
る
』

グ
ラ
ン
症
と
い
う
障
害
に
め
げ
ず
、

神
戸
市
の
ホ
テ
イ
謹
護
株
式
会
社
で
働

く
ｗ
浬
平
が
主
人
公
で
す
。
養
液
学
校
巾

学
部
亦
業
以
来
十
六
年
間
無
遅
刻
無
欠

勤
で
仕
事
に
う
ち
こ
む
姿
を
中
心
に
、

通
勤
、
同
侭
と
の
語
ら
い
、
近
所
と
の

交
流
な
ど
が
、
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
八
ミ
リ
映
画
と
ビ
デ
オ
約
一
五
分
）

◇
パ
ネ
ル

「
ち
え
お
く
れ
と
わ
た
し
た
ち
』

ち
え
お
く
れ
の
問
題
に
つ
い
て
の
基

本
的
な
こ
と
の
パ
ネ
ル
で
、
カ
ッ
ト
を

舞
琴
、
し
て
カ
ラ
フ
ル
に
し
あ
げ
、
レ
イ

ア
ウ
ト
も
工
夫
し
て
い
ま
す
。

パ
ネ
ル
は
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
で
巡

穀
用
ケ
ー
ス
に
収
納
、
全
国
へ
ト
ラ
ッ

ク
便
で
送
れ
ま
す
。

こ
の
畔
幸
凹
・
ビ
デ
オ
・
パ
ネ
ル
は
、

す
べ
て
無
料
貸
出
し
で
す
。

問
合
せ
と
申
込
み
は
左
記
へ

暁
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

獅
神
一
昂
、
中
央
区
和
緊
通
八
ノ
ー
ノ
六

神
戸
圃
際
会
節
一
階
の
郵
便
局
の
前

両
○
七
八
ｉ
二
三
一
’
二
・
一
四

幼
稚
園
・
小
学
校
の

梢
神
的
な
成
長
、
医

企
難
や
動
物
函
で
の

設
、
結
僻
な
ど
い
る

影
し
て
い
ま
す
。

る
く
ほ
の
ぼ
の
と
し

の
、
い
わ
ば
ち
え
お

門
的
な
映
阿
で
す
。

－
約
三
一
分
）

っ
と
る
』

う
障
害
に
め
げ
ず
、

謹
護
株
式
会
社
で
鋤

で
す
。
養
液
学
校
巾
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１
１５１
１

灘
金井オーナーを囲んで
ツク内れえ
クラに、込
なシは館ま

幾1雛
ソロプチのメンバーと橋本さん

務
局
長
）
主

催
の
第
肥
回

ポ
ン
ポ
コ
キ

ャ
ン
プ
を
８

月
１
日
１
３

日
ま
で
、
兵

庫
県
下
の
里

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



催
で
７
月
別
日
、
ラ
ジ
オ
関
西
月
Ⅳ
日
（
水
）
に
開
催
。

吟
識
蕊
蕊
羅

ら
、
み
ご
と
神
戸
大
会
代
表
の
れ
あ
い
」
を
テ
ー
マ
に
、
鋭
い

栄
冠
に
輝
い
た
の
は
、
都
倉
麻
観
察
眼
で
、
男
と
し
て
夫
と
し

衣
子
さ
ん
（
旭
才
・
尼
崎
市
）
て
父
と
し
て
人
と
人
と
の
ふ
れ

証
靖
鰭
競
．
（
鯛
才
・
神
戯
雛
瞬
唖
嬬
総
淡

人
の
代
表
と
し
て
杉
山
平
一
こ
と
に
な
り
、
八
月
の
第
二
一

さ
ん
が
挨
拶
を
さ
れ
た
。
そ
土
曜
日
に
開
か
せ
て
い
た
く
一

の
中
で
「
こ
の
偲
ぶ
会
を
毎
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」
と
参
一

年
定
期
的
に
開
く
こ
と
に
な
会
者
に
報
告
を
さ
れ
た
。
文
一

り
ま
し
た
。
そ
し
て
『
夕
暮
学
忌
と
し
て
は
太
宰
治
の
桜
一

れ
忌
』
と
命
名
す
る
こ
と
に
桃
忌
、
芥
川
龍
之
介
の
河
童
一

な
り
ま
し
た
。
忌
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。
一

こ
の
名
前
は
足
立
巻
一
さ
足
立
巻
一
さ
ん
の
命
日
に
一

ん
と
親
交
の
あ
っ
た
、
作
家
「
夕
暮
れ
忌
」
と
は
こ
ん
な
一

の
井
上
靖
さ
ん
と
司
馬
遼
太
に
ふ
さ
わ
し
い
名
前
は
な
い
一

郎
さ
ん
が
相
談
を
さ
れ
て
決
と
思
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
一

ま
っ
た
も
の
で
す
。
つ
ま
り
一
周
忌
に
足
立
巻
一
さ
ん
の
一

『
夕
暮
れ
忌
』
の
名
付
け
親
著
作
「
学
芸
の
大
阪
」
と
一

で
す
。
そ
し
て
、
み
ん
な
で
「
竹
中
郁
評
伝
」
が
披
露
さ
一

相
談
し
た
結
果
、
ど
う
も
八
れ
た
。
凄
い
足
立
さ
ん
の
エ
一

月
十
五
日
と
い
う
の
は
ご
都
ネ
ル
ギ
ー
に
頭
が
下
っ
た
。
一

合
の
悪
い
方
が
多
い
と
い
う
〈
Ｙ
〉
一

郎
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
来
神

し
、
舞
台
挨
拶
を
行
っ
た
。
関

西
の
〃
小
春
″
も
紹
介
、
五
十

周
年
作
品
に
相
応
し
い
大
作
に

仕
上
っ
た
と
宣
伝
し
た
。

ス
イ
ス
は
新
鮮
で
し
ょ
う
」
と

金
井
の
り
子
オ
ー
ナ
１
．

ス
イ
ス
の
小
物
等
土
産
物
も

充
実
し
、
若
い
ギ
ャ
ル
達
の
人

気
を
呼
び
そ
う
。

■
ハ
イ
ジ
ホ
フ
／
宮
２
３
１
１
３
４
７
７

ｍ
Ａ
Ｍ
ｌ
５
Ｐ
Ｍ
入
館
料
／
３
０
０
円

☆
「
キ
ネ
マ
の
天
地
」
が
来
た

松
竹
映
画
五
十
周
年
記
念
映

画
「
キ
ネ
マ
の
天
地
」
の
試
写

☆
ポ
カ
リ
で
ス
タ
ー
目
指
せ
ノ
．

第
一
回
ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
イ

メ
ー
ジ
ガ
ー
ル
コ
ン
テ
ス
ト
の

神
戸
大
会
が
、
大
塚
製
薬
の
主

こ
の
八
月
十
五
日
（
金
）
の

夕
方
か
ら
「
足
立
巻
一
さ
ん

を
偲
ぶ
会
」
が
ジ
ュ
ン
ク
堂

書
店
サ
ン
パ
ル
店
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で
開
催
さ
れ
た
。
足
立
巻

一
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
て
早

く
も
丸
一
年
を
迎
え
る
こ
と

に
な
る
。
こ
の
集
い
の
発
起

花時計神
戸
に
「
夕
暮
れ
忌
」

≦犀、

都倉さんと長田さん

／

窪
会
が
、

銅
国
際
に

廷
っ
か
つ

膳
で
行
わ

か
れ
、
野

唾
村
芳
太

・
が
来
神

っ
た
。
関

介
、
五
十

全
国
大
会
で
優
勝
す
れ
ば
、

明
日
の
ス
タ
ー
誕
生
か
も
…
。

画
大
塚
製
薬
よ
り
「
ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
」

Ｔ
シ
ャ
ツ
を
抽
選
で
、
名
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
／
応
募
は
葉
書
で
神
戸
っ
子
編
集
室

「
ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
』
係
ま
で
（
９
月

即
日
消
印
有
効
）
受
取
り
は
編
築
室
へ

★
人
情
話
、
聞
か
せ
ま
す
／

神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
文

化
教
室
ｌ
サ
ロ
ン
・
ド
・
ポ
ー

ト
ピ
ァ
第
２
回
公
開
講
座
が
９

月
Ⅳ
日
（
水
）
に
開
催
。

蕊
融

152

嵐
＠
国
国
弔
①
切
自

☆
兵
庫
県
で
は
、
加
東
郡
滝
野
町
に
あ

る
捕
磨
中
央
公
噸
に
〃
石
碑
の
丘
″
を

建
設
し
、
兵
庫
県
寸
花
賞
受
賞
顕
彰
の

セ
ン
タ
ー
と
し
て
昨
年
五
月
総
合
モ
ー
ー

ュ
メ
ン
ト
〃
五
群
の
蝉
″
を
建
立
。
今

年
か
ら
個
人
に
な
り
〃
故
朝
倉
斯
道
、

小
倉
敬
二
、
及
川
英
雄
、
桐
山
宗
吉
、

阪
本
勝
五
先
生
″
の
石
碑
建
立
を
企

画
、
石
碑
建
立
の
た
め
の
小
品
展
（
作

品
寄
剛
）
を
、
九
月
四
日
’
九
日
大
丸

前
の
〃
た
じ
ま
而
廊
〃
品
ｌ
卸
１
０

７
３
３
）
で
側
く
。
一
口
一
万
円
の
協

力
金
で
も
可
／
送
先
／
振
替
番
号
／
神

戸
五
’
四
八
七
三
七
番
、
仙
賀
松
雄
氏

宛
。☆

九
月
六
日
（
土
）
午
後
六
時
よ
り
レ
ス

ト
ラ
ン
〃
バ
ー
グ
″
貿
易
セ
ン
ク
ー
ビ

ル
配
Ｆ
で
、
故
武
田
黙
太
郎
さ
ん
（
作

家
）
を
し
の
ぶ
会
が
開
か
れ
ま
す
。
会

費
一
万
円
。
世
話
人
／
月
刊
神
戸
っ
子

小
泉
迄
。
官
鋤
２
２
４
６
。

★
九
月
十
一
日
（
木
）
午
後
六
時
よ
り
、

生
田
神
社
会
館
で
〃
近
松
座
″
を
は
じ

め
上
方
歌
舞
伎
で
頑
張
る
中
村
扇
若
丈

が
こ
の
ほ
ど
、
芸
術
院
会
員
と
な
ら

れ
、
そ
の
お
祝
い
会
が
開
か
れ
吉
す
。

会
費
一
万
五
千
円
お
申
込
み
生
田
神
社

井
上
さ
ん
迄
。

★
兵
服
県
寸
花
協
会
（
山
本
敏
雄
理
蔀

長
）
が
創
立
加
周
年
記
念
海
外
研
修
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
と
バ
リ
島
６
日
間
の
旅
を

企
画
“
年
皿
月
配
日
（
水
）
１
浬
月
１
日

（
月
）
６
日
間
鵡
万
円
／
お
申
込
み
は
、

ロ
、
（
鋤
）
２
１
３
１
近
臆
・
岡
田
さ
ん

迄
。☆

迩
家
の
速
藤
泰
弘
さ
ん
が
〃
白
い
ア

ト
リ
エ
〃
絵
画
教
室
（
中
央
区
上
筒
井

通
７
‐
４
‐
沈
宮
叩
く
湖
〉
３
５
８
１
）

を
開
校
・
月
３
回
／
月
謝
￥
６
，
０
０

０
。☆

ア
ト
リ
エ
Ｃ
Ｒ
の
名
を
浦
野
年
彦
デ

ザ
イ
ン
オ
フ
ィ
ス
と
社
名
聖
史
し
て
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
〃
Ｕ
Ｗ
Ａ
‐
Ｇ

Ｕ
Ａ
ｌ
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ａ
〃
を
ス
タ
ー
ト
。
新

住
所
は
中
央
区
播
磨
町
婚
大
典
ピ
ル
ー

Ｆ
１
６
官
Ｆ
Ａ
Ｘ
叩
（
湖
）
２
４
２
６
Ａ

Ｍ
９
．
．
ｍ
Ｉ
Ｐ
Ｍ
７
．
．
ｍ
（
日
暇
祭
日

休
）
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